
館山市看護師等修学資金貸付以外の奨学金制度を利用する方へ  

 

 

看護師等の資格を取得するため，館山市看護師等修学資金貸付と併せて

養成施設や医療機関等の奨学金制度を利用する方に，看護師等の資格取得

後，館山市の修学資金の返還猶予・返還免除を受ける場合に，ご注意いた

だきたい点についてご案内します。『館山市看護師等修学資金貸付のしお

り』と併せてお読みください。  

 

≪注意が必要な奨学金≫  

●御礼奉公が必要な奨学金  

(1) 看護師等養成施設（大学・専門学校等）が貸与する奨学金  

(2) 医療機関等が貸与する奨学金  

(3) その他御礼奉公が求められる奨学金  

⇒返還不要の「給付型」の奨学金や，「貸与型」の奨学金で御礼奉公

をせずに返還する場合は除きます。  

 

※返還猶予や返還免除に影響しない奨学金・給付金  

(1) 国及び他の地方公共団体並びに市長が特に認める団体が行う貸付金  

⇒千葉県の修学資金や日本学生支援機構の奨学金は市の貸付金の返還

猶予や返還免除に影響しません。  

(2) 看護師等養成施設・医療機関等及びその他の奨学金で，返還不要の

「給付型」のものや，「貸与型」の奨学金で御礼奉公をせずに返還

するもの  

(3) 教育訓練支援給付（雇用保険法）や高等職業訓練促進給付金（母子

及び父子並びに寡婦福祉法）などの国費による給付的措置  

⇒国費による給付的措置は，市の貸付金との併用が認められない可能

性もあります。詳しくは給付担当機関にお問い合わせください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

館山市看護師等修学資金貸付条例施行規則

では、市の修学資金以外の修学に伴う貸付け

を「特定修学資金」と、特定修学資金の返還

の債務の免除を受けるために、その貸付条件

で定められた医療機関等で従事した期間を

「特定従事期間」と規定しています。  

 

ここでは「特定修学資金」を「奨学金等」

と言い、特定修学資金の返還の債務の免除を

受けるために、その貸付条件で定められた医

療機関等で従事することを、「御礼奉公」と

言います。「特定従事期間」のことは「御礼

奉公期間」と言います。  



≪貸付金申請時の手続き≫   

○  御礼奉公が必要な奨学金等を利用する場合は，看護師等修学資金貸付

申請書（第１号様式）に必要事項の記入をお願いします。  

(1)「特定修学資金利用の有無」欄の「有」に〇をつけてください。  

(2)「特定従事期間（見込）」欄に見込まれる御礼奉公の期間を記入し

てください。  

※市の修学資金の貸付決定後に、奨学金等の貸与を受けることになった

場合、市健康課までご連絡ください。  

 

 

様式記載例（該当部分のみ）  

 

・看護師等修学資金貸付申請書（第１号様式）  

 
 

 

 

 

 

 

≪返還猶予のための条件等≫  

●市の修学資金貸付と併用して御礼奉公が必要な奨学金等を利用した場合，

看護師等の資格取得後，次に該当する間，申請によって返還猶予を受け

ることができます。【しおり８ページ１（ 3）及び（ 4）】  

(1) 御礼奉公中  

(2) 御礼奉公の終了後，直ちに安房郡市内の医療機関等で看護師等とし

て従事し，市の修学資金の借受期間に相当するまで継続して従事し

ている間  

 

  



≪返還免除のための従事条件等≫  

●市の修学資金貸付と併用して，御礼奉公が必要な奨学金等を利用してい

る場合，市の貸付金の返還免除を受けるためには，御礼奉公の終了後，

直ちに安房郡市内の医療機関等で看護師として従事し，市の修学資金の

借受期間に相当するまで継続して従事することが必要です。【しおり８

ページ２（ 1）及び３】≪返還免除に必要な従事期間の考え方≫  

(1) 御礼奉公期間と市の貸付金の返還免除に必要な従事期間は重複す

ることはできません。御礼奉公先が安房郡市内の医療機関等であっ

ても，御礼奉公期間の終了後に市の貸付金の返還免除に必要な従事

期間のカウントが始まります。【しおり１３ページＱ２０】  

(2) 御礼奉公を理由として返還猶予を受けた方が，御礼奉公の途中で，

奨学金の一括返還等により御礼奉公を継続する必要がなくなった場

合，市の貸付金の返還免除に必要な安房郡市内の医療機関等で看護

師等として業務に従事した期間の算定に当たっては，奨学金の返還

等により，御礼奉公を継続する必要がなくなった時点から起算して，

安房郡市内の医療機関で継続して就業した期間が貸付期間に達する

ことが必要です。この場合，返還猶予の事由が変わりますので，再

度，返還猶予の申請が必要です。【しおり９ページ４（ 3）】  

 

 

御礼奉公期間と市の修学資金貸付返還免除のための  従事期間のイメージ  

 



 

 

 

 

 

 

  



≪返還猶予申請時の手続き≫  

○  看護師等養成施設卒業後，御礼奉公期間中は返還猶予の対象になりま

す。返還猶予を申請する場合は，看護師等修学資金返還猶予申請書

（第１０号様式）とともに，必要な書類を提出してください。  

(1)「猶予を受けようとする事由」欄には「他の奨学金等を借り受け，

御礼奉公中のため」と記入してください。  

(2)「猶予希望期間」欄に御礼奉公の期間を記入してください。  

(3)就業先の「特定修学資金の免除に向けた就業の有無」欄の「有」に

〇をつけてください。  

※返還猶予を申請する際には、御礼奉公期間に対する返還の猶予である

ことを明示するため、必ず上記（ 1）～（ 3）につきご記入ください。  

※故意か故意でないかにかかわらず、上記（ 1）～（ 3）を明記せず、本

来御礼奉公期間であるものを、市の返還免除のための従事期間とし

て猶予を受け、その猶予期間満了後に返還免除の申請をした場合は

、これを却下し、全額返還となります。  

 

○  御礼奉公期間終了後，市の修学資金の返還免除を受けるため，引き続

き安房郡市（館山市を含む）内で看護師等の業務に従事する場合は，

再度，看護師等修学資金返還猶予申請書を提出してください。  

(1) 安房郡市内の医療機関等に御礼奉公した場合，引き続き同一の医療

機関等で勤務を続ける場合であっても，改めて返還猶予申請書の提

出が必要です。  

(2) 御礼奉公をした医療機関等が安房郡市外だった場合，御礼奉公期間

の満了後，直ちに（概ね１か月以内）に安房郡市内の医療機関等に

転職することが必要です。  

 

 

様式記載例（該当部分のみ）  

 

・看護師等修学資金返還猶予申請書（第１０号様式）  

 

 

 

 



 

 

 

館山市看護師等修学資金貸付条例  

（返還の免除）  

第９条  市長は，借受人が次の各号のいずれかに該当するときは，貸し付け

た修学資金（以下「貸付金」という。）の返還すべき債務を免除するもの

とする。ただし，規則で定める場合は，この限りでない。  

 

 

館山市看護師等修学資金貸付条例施行規則  

（返還免除の不適用）  

第 11 条  条例第９条第１項本文ただし書の規則で定める場合は，次に掲げ

る場合とする。  

(１ ) 養成施設を卒業し，看護師等の免許を取得した後（借受人が修学資

金以外の当該養成施設における修学に伴う貸付け（国及び他の地方公共

団体並びに市長が特に認める団体が行う貸付金を除く。以下「特定修学

資金」という。）を受けた場合において，当該特定修学資金の返還の債

務の免除を受けるためにその貸付条件で定められた医療機関等で従事し

た期間（以下「特定従事期間」という。）があるときは，当該特定従事

期間の経過後（特定従事期間の経過前に，当該医療機関等における従事

を止めたときは止めた後，特定修学資金の返済により特定従事期間が消

滅したときは消滅した後）），直ちに安房郡市内において継続して借受

相当期間に看護師等の業務に従事しなかった場合  

 

 

 

参考：返還免除が不適用になる場合の規定  


